























（ 『唯信鈔』 ・ 「登山状」 ）




他力」に関する解釈や、至誠心釈全体にわたって示される念仏と諸行に関する思想についても証空や親鸞の解釈を整理した上で考察した。その上で一見すると証空等の解釈と似ているようにみえる至誠心 の説示について、法然 思想が示されるものとしてよいと同時 、後期の著作である『選択集』などとの比較によって、思想史の上で、初期のものと断定することはできないことを指摘した。むしろ、教団に対する批判が強まる後期 説かれ ものとして捉える方が妥当ではないかと考える。
ただし、他の法然文献と比べると、独特な思想的表現が




























心を発した末法の凡夫にとって、願い求めるべき浄土は無相土にも該通す 相土であり、なおかつ、娑婆世界と相接する初門の浄土以外あり得ない いうことになる。したがって、道綽は仏土論にも二諦説を取り入れることによ 、そのような条件を満たす「唯一」かつ「最勝」の浄土として阿弥陀仏の西方浄土を描き出している であろう。
以上の検討から、道綽の二諦説とは単に有相と無相の












かし、この中有を認める学派と認めない学派がある。教理上の概念として使われたのは、 『集異門論』と『法蘊論』が最初期と考えられる。すなわち、教理として確立されたのは、部派仏教時代 初期である、と考えられる。文献として多く残されているのは、 説一切有部であり、 中でも、 『婆沙論』において詳細に 他学派の を挙げつつ論じている。本論は説一切有部の説を中心に論じるも である。『婆沙論』等に挙げられる異名は、 「中有」 、 「健達縛
（ガ
ンダルヴァ）
」 、 「求有」 、 「意成」 、 「起」の五つである。
これらの異名のうち、重要なのはガンダルヴァである。
ガンダルヴァは古来インドにおいて音楽を司る神であり、香を食すとされてきた。一方で、受胎 三条件の一つになっている。仏教に取り入れられたのは、受胎の条件としてであることは、確かであろう 初期 有部論書である『法蘊論』にお てもこの三条件の一つとなって る。ただ 、そこではガンダルヴァが中有である、とは言って ない。『法蘊論』において「中有」は五趣と並べて挙げられているが、ガンダルヴァと関連づけら いないようである。中有は五趣と並べて挙げられ いる みである 『法蘊論』において注意を引くのは、ガンダルヴァが「識」とさ
いることである。十二因縁の記述の中で、識から名色につながっていく記述の中で論じられていることから、三世両重十二因縁説 関連すると考えられる。もともと、中有とガンダルヴァは全く別のものであったことは明白 ある。『法蘊論』においては、両者は関連づけられてはいないが、内容的には なるものとなってい そして、 『婆沙論』においては、中有の異名 してガンダルヴァが挙げられる。中有とガンダルヴァは『法蘊論』以後、 『婆沙論』以前に結びついたと考えられる。そし 、もともとは死有と生有の間にある、流れのような存在であった中有がこの結びつきによって、輪廻の主体という性格を持つようになったと考えられる。
もう一つ、 『婆沙論』等に異名として挙げられてはいな
いが、中有と関係の深いものとし 「中般涅槃」がある。最初期の有部論書である『集異門論』の記述を確認する 、すでに中般涅槃と中有が関連づけられている。 『婆沙論』にいたると、両者の関係はさらに密接になる。中般涅槃あるということは中 があるということであり、また、中有が有るから中般涅槃はある、 論じ方 っている。中有が 、とす 説の重要な 拠 して中般涅槃について論じている。
つぎに、中有は無い、と主張する論書である『成実論』
につい 見ておく。 『成実論』においては 「中有」ではなく「中陰」の語を使っているが、 「中有」で統一する。中
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有は有るとする説については、経証によって非常に簡潔に論じている。中有は無いとする『成実論』の説は、業によって、かの人は彼の地に、ここの人はここ 生まれるのである、とする。そして、ここで滅し から彼の処で生じるのは業の因縁をもってのことであり、決して中有が有るわけでは無い 締めくくっ い 。
以上、有部の論書を中心として中有について見てきた。

























































を挙げる紙幅はないので、今はその内特徴的なものを示すにとどめる。『心経』本文の「舎利子是諸法空相」から「無知亦無得以無所得故」までをパラレルに三三昧に配当し、空性三昧は化身であり、無相三昧は報身であり、無願三昧は法身であるとする。 『心経』本文に三三昧を配当するだけではなく、あわせて三身を対応させている点が特徴的である。なお、ヴァジュラパーニ註では三三昧とあわせて「如幻三昧」も並べ挙げている箇所がいくつかあ 。以上、 『心経』註釈書に見られる三三昧を抽出し、それ
ぞれの特徴を確認した。
（１） 以下 『般若心経註釈集成

































る。第一劫は声聞・縁覚を指し、 の段階で行者 人無我を悟ると説かれている。 第二劫は 大乗の段階である。 まず、行者は阿頼耶識を観察し法に対して無我 心
（法無我）
が




六十心を百六十心に増大することは、三つの障礙をそれぞれ三つずつに開き九種の障礙となる。大ノ大から順 小ノ中までの八つは信解行地より出過して、信解行地を円満する。最後の小ノ小は、信解行地から転昇してこれを捨て智地に入る、と述べられている。これら ことから、六十心は大きい枠組み 百六十心の中に含まれてい 考えら
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れ、かつ、百六十心は、出世間心の一番目から信解行地までの過程において越えるべき事柄であると考えられる。続いては、 『大日経疏』における解釈である。百六十心については、世間の三妄執と考 られている。百六十心等の一重麁妄執、百六十心等の一重細妄執、百六十心等の一重極細妄執を度し 、佛慧の初心に至る、と述べられてい 。よって、百六十心を越える次第が位置づけられるのは、出世間心以上であることがわかる。
最後に、信解行地の解釈について、両注釈書の間に相

















三の領域」についてとり上げた。石津の基本的な問題関心は、 「宗教の究極的な根拠と、そこにおいてみられる宗教の本質的事実とを、明らかに」すること ある。石津の宗教研究 生涯を通じて、この二つの問い 集約される。
石津はこの問いのもと、天台実相論の視座から独自の宗











己との関係において規定されるものに ぎない。これらは本来、 自存しているわけではなく、 「第三 領域」という「現実の場面」におい 組み合わさっ 存在していると考える。しかし、 「第三の領域」 という 「現実の場面」 「現実の当処」 、主観的な仕方や悟性的な仕方では接近できな 。こ ため天台の体法観が必要な だ、と論じられている。
こうして、石津は、天台実相論をもとにした宗教哲学を





した観点から、石津は、実存の究極的根拠と宗教の究極的根拠の同等性をみた。この石津の観点について、田丸徳善などにより、石津の宗教哲学は天台実相論を実存主義の視点から再解釈したものだと指摘されることもある。しかし、彼の中心課題は、宗教の「究極的根拠」 ・ 「本質 事実性」を見出すことにあり、その姿勢が、結果的に天台実相論や実存哲学といった特定 ・思想 の親縁性を持ったと考えるべきである。もちろん 宗教体験の成立性を解体しながら探究する石津の立場が 天台教学という成立 な宗教教義の解明にふさわしいかどうかは十分に検討されねばならない。だが、宗教の本質の学的探究が必要なのは明らかである。宗教哲学へと天台教学を橋渡 することができれば、石津の姿勢は、天台 あら な展望を開くことになると考え れる
